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質
問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
爆

発
的
に
急
拡
大
し
、
医
療
崩
壊
と

な
っ
て
い
る
。
科
学
を
無
視
し
、

国
民
へ
の
説
明
も
な
く
、
自
宅
療

養
を
押
し
付
け
、
飲
食
店
へ
の
補

償
も
な
い
。
安
倍
・
菅
内
閣
の
失

政
で
あ
り
人
災
と
思
う
が
、
大
震

広田湾産イシカゲ貝

コ
ロ
ナ
対
策
に
何
必
要

　

思
い
切
っ
た
政
策
が
大
切
だ

大和田 加代子 
 （碧　い　風）

藤倉 泰治 
 （日本共産党）

　

質
問　

イ
シ
カ
ゲ
貝
は
豊
洲
市

場
で
は
高
級
食
材
だ
が
、
地
元
で

庶
民
的
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

種
苗
の
人
工
的
育
成
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
生

産
量
が
安
定
し
て
く
る
。
市
民
に

も
手
頃
な
値
段
で
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
支
援
を
考
え
る
。

災
の
教
訓
と
重
ね
合
わ
せ
て
の
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
国
民
の
命
に
関
わ
る
と
き

に
、
思
い
切
っ
た
政
策
や
方
向
性
を

出
す
こ
と
が
大
切
と
思
う
。

決
算
の
特
徴
と
成
果
は

　

質
問　

復
興
創
生
期
間
最
終
と

な
っ
た
令
和
２
年
度
決
算
の
特
徴

は
。

　

答
弁　

決
算
規
模
は
震
災
後
の

ピ
ー
ク
に
比
べ
半
減
と
な
っ
た
。

市
民
文
化
会
館
や
運
動
公
園
、
新

庁
舎
な
ど
、
復
興
が
目
に
見
え
る

形
で
進
ん
だ
。
そ
の
一
方
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
で
緊
急
経
済
支
援

等
、
市
独
自
施
策
を
展
開
し
た
。

　

質
問　

中
長
期
的
財
政
見
通
し

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

一
般
会
計
の
実
質
収
支

が
約
８
億
円
の
黒
字
と
な
り
、
２

分
の
１
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
る
。
安
定
的
な
財
政
運
営
を

見
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
シ
カ
ゲ
貝
を
市
民
に

　

質
問　

広
田
湾
産
イ
シ
カ
ゲ
貝

の
生
産
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
年
度
は
過
去
最
高
の

水
揚
げ
が
見
込
ま
れ
、
総
合
戦
略

に
揚
げ
る
１
０
０
㌧
の
目
標
に
迫

り
つ
つ
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
首
都
圏
市
場
へ
の
引
き
合
い
が

弱
含
み
で
あ
る
。
関
西
や
東
海
地

方
へ
の
販
路
開
拓
と
と
も
に
域
内

消
費
拡
大
の
た
め
、
市
民
向
け
、

県
民
向
け
の
消
費
喚
起
を
図
り
た

い
。

　

質
問　

包
括
業
務
委
託
を
導
入

し
て
２
年
半
に
な
る
。
行
政
と
し

て
効
果
の
検
証
を
行
う
こ
と
は
ど

う
か
。

被災資料修復作業にあたる委託社員

業
務
委
託
の
検
証
は

窓
口
対
応
な
ど
時
期
を
見
て
検
討

　

質
問　

委
託
社
員
が
窓
口
業
務

を
担
当
す
る
こ
と
で
、
市
職
員
の

窓
口
業
務
に
対
す
る
理
解
や
意
識

の
低
下
は
み
ら
れ
な
い
か
。

　

答
弁　

本
市
は
職
員
規
模
が
大

き
く
な
い
の
で
、
窓
口
業
務
に
限

ら
ず
普
通
に
市
民
対
応
を
し
て
い

る
。受
付
は
委
託
社
員
が
行
う
が
、

２
次
的
な
相
談
業
務
な
ど
は
職
員

が
対
応
す
る
の
で
、
窓
口
業
務
に

　

答
弁　
人
件
費
に
係
る
効
果
額

が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
事

業
効
果
が
高
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
基
本
契
約
を
更
新

す
る
際
に
は
検
証
を
引
き
続
き
行

い
、
検
証
結
果
を
業
務
内
容
に
反

映
さ
せ
る
。
ま
た
、
継
続
し
て
民

間
活
用
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

相
談
す
る
市
民
側
か
ら
、
窓
口
対

応
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
な
ど
の
部

分
に
つ
い
て
の
検
証
は
、
あ
る
時

期
が
く
れ
ば
や
っ
て
も
い
い
か
と

考
え
て
い
る
。

対
す
る
意
識
の
低
下
な
ど
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

本
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
の
３
年
間
を
履
行
期
間
と

す
る
基
本
契
約
が
結
ば
れ
た
。
契

約
を
結
ぶ
に
当
た
っ
て
業
者
選
定

の
取
り
組
み
は
な
さ
れ
た
か
。

　

答
弁　

庁
内
の
部
課
長
で
組
織

す
る
会
議
の
中
で
、
昨
年
度
ま
で

委
託
し
て
い
た
業
者
に
つ
い
て
評

価
し
、
更
新
と
い
う
結
論
に
至
っ

た
。

　

質
問　

内
部
で
決
定
し
た
理
由

は
何
か
。

　

答
弁　

当
初
の
期
間
が
２
年
だ

っ
た
こ
と
、
包
括
業
務
委
託
を
導

入
す
る
前
年
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

（
企
画
競
争
入
札
）
を
行
っ
た
際
、

応
募
業
者
が
１
者
だ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
包
括
業
務
を
請
け
負
う
業

者
が
増
え
て
い
な
い
こ
と
に
よ

る
。
今
後
、
包
括
業
務
を
請
け
負

う
業
者
が
増
え
て
く
れ
ば
、
改
め

て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
、
業
者

選
定
す
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
際
は
社
員
の
引
き
継
ぎ

な
ど
特
殊
な
仕
様
に
な
る
と
思
う

の
で
、
十
分
に
注
意
す
る
。

　

質
問　

誰
も
が
相
互
に
尊
重
し

合
い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
共
生
社
会

を
目
指
し
、
市
営
住
宅
を
多
世
代

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
に
向
け
て
活

用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答
弁　

災
害
公
営
住
宅
の
空
室
の

一
部
を
中
堅
所
得
世
帯
に
貸
し
出

し
、
中
田
団
地
内
の
２
部
屋
を
グ
ル

多世代での交流

ー
プ
ホ
ー
ム
に
使
用
を
許
可
し
た
。

空
室
解
消
へ
利
活
用
を
検
討
す
る

が
民
間
へ
の
配
慮
も
必
要
。

　

質
問　

子
ど
も
食
堂
は
多
様
な

人
が
集
え
る
拠
点
だ
が
現
状
は
。

　

答
弁　

交
流
拠
点
と
し
て
、
は

ま
か
だ
マ
ッ
プ
で
示
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
る
が
周

知
に
努
め
る
。

　

質
問　

単
身
世
帯
増
加
、
高
齢

者
の
４
割
が
う
つ
傾
向
、
２
割
が

閉
じ
こ
も
り
傾
向
で
、
孤
立
が
問

題
だ
。
近
所
同
士
互
い
が
了
承
す

れ
ば
、
市
が
準
家
族
と
認
め
る
制

度
の
検
討
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

入
院
時
の
お
見
舞
い
も

家
族
で
な
い
と
難
し
い
。
困
っ
た

時
に
家
族
の
よ
う
な
関
係
は
重
要

だ
。
成
年
後
見
制
度
も
あ
る
が
、

よ
り
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
を
研

究
す
る
。

運
動
習
慣
の
推
進
策
は

　

質
問　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

他
、市
民
に
運
動
を
促
す
施
策
は
。

　

答
弁　

川
原
川
公
園
な
ど
徒
歩

運
動
に
適
し
た
場
所
を
指
定
し
、

周
知
す
る
な
ど
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

運
動
施
設
利
用
の
最
初

の
き
っ
か
け
づ
く
り
は
。

　

答
弁　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
日

に
限
定
し
て
施
設
の
無
料
開
放
も

し
て
き
た
。
多
様
な
施
設
が
あ
る

の
で
周
知
を
図
り
、
そ
の
中
で
割

引
券
も
考
え
て
い
く
。

食
育
施
策
の
展
開
は

　

質
問　

文
化
、
健
康
な
ど
さ
ま

共
生
社
会
ど
う
考
え
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
で
検
討

木村 　聡
 （翔　　　成）

ざ
ま
な
役
割
を
持
つ
食
育
の
推
進

は
。

　

答
弁　

地
域
特
性
を
生
か
し
、

年
代
に
応
じ
て
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
食
品
の
分
野
は
取
り
組
み
が

少
な
い
。
個
別
の
フ
ー
ド
ロ
ス
削

減
等
は
、
食
育
推
進
計
画
に
は
な

い
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

よ
り
実
効
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。

よ
わ
ぶ
く


